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(57)【要約】
　内視鏡１は、撮像素子２０が配設されている先端硬性
部１１と、先端硬性部１１の方向を変えるための湾曲部
１２と、湾曲部１２から延設されている軟性部１３と、
を具備し、湾曲部１２の湾曲変形により変形する変形部
３２と、変形しない非変形部３３と、が交互に複数連設
されており、撮像素子２０と接続されている複数の配線
３６を有する、可撓性の配線板３０を更に具備する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像素子が配設されている先端硬性部と、
　前記先端硬性部の方向を変えるための湾曲部と、
　前記湾曲部から延設されている軟性部と、
　前記撮像素子と接続されている複数の配線を有する、ベルト状の可撓性の配線板と、を
具備する内視鏡であって、
　前記湾曲部の内部に配置されている前記配線板が、前記湾曲部の湾曲変形により変形す
る変形部と、変形しない非変形部と、が交互に複数連設されていることを特徴とする内視
鏡。
【請求項２】
　少なくともいずれかの前記非変形部に、他部材が実装されている接合電極が配設されて
いることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡。
【請求項３】
　信号ケーブルを更に具備し、
　前記信号ケーブルが、前記他部材として前記接合電極に実装されていることを特徴とす
る請求項２に記載の内視鏡。
【請求項４】
　電子部品を更に具備し、
　前記電子部品が、前記他部材として前記接合電極に実装されていることを特徴とする請
求項２または請求項３に記載の内視鏡。
【請求項５】
　前記非変形部は前記変形部よりも、厚さが厚いことを特徴とする請求項２から請求項４
のいずれか１項に記載の内視鏡。
【請求項６】
　前記配線板が、湾曲変形する筒状の外装部材の内部に挿入されていることを特徴とする
請求項２から請求項５のいずれか１項に記載の内視鏡。
【請求項７】
　前記非変形部が側面から延設された延設部を含み、
　前記延設部に、前記接合電極が配設されていることを特徴とする請求項２から請求項６
のいずれか１項に記載の内視鏡。
【請求項８】
　前記配線板が螺旋状に巻回されていることを特徴とする請求項７に記載の内視鏡。
【請求項９】
　前記配線板の前記変形部が、Ｖ字型に折り曲げられていることを特徴とする請求項７に
記載の内視鏡。
【請求項１０】
　前記非変形部の連設部が、第１の連設部と、前記第１の連設部と直交するように折り曲
げられている第２の連設部と、を含み、
　前記連設部の前方に連設されている第１の変形部が、前記第１の連設部の前方側面と連
設されており、
　前記連設部の後方に連設されている第２の変形部が、前記第２の連設部の後方側面と連
設されおり、
　少なくともいずれかの前記連設部は、前記第１の変形部または前記第２の変形部が連設
されている側面と隣り合う側面から延設された延設部を更に含み、
　前記延設部に前記接合電極が配設されていることを特徴とする請求項２から請求項６の
いずれか１項に記載の内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、撮像素子が配設されている先端硬性部と、先端硬性部の方向を変えるための
湾曲部と、湾曲部から延設されている軟性部と、を具備する内視鏡に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡の操作性向上および低侵襲化のために、撮像素子が配設されている先端硬性部の
短小化は重要な課題である。撮像素子を駆動したり撮像信号を処理したりするための電子
部品が実装されている配線板も先端硬性部に配設されている。配線板の接合電極には、駆
動信号および撮像信号をプロセッサまで伝送するための信号ケーブルが実装されている。
【０００３】
　配線板の接合部が変形することは接合部の信頼性を損なうおそれがある。このため、配
線板は変形しない先端硬性部に収納する必要があり、内視鏡の先端硬性部の短小化は容易
ではなかった。
【０００４】
　日本国特開昭６２－１９９０５７号公報および日本国特開昭６２－１９９０５８には、
細長いベルト状（帯状）の配線板を有する内視鏡が開示されている。ベルト状の配線板は
、蛇腹状に折り曲げられていたり、螺旋状に巻回されていたりするため、変形自在である
。すなわち、上記内視鏡の配線板は、信号ケーブルの替わりに用いられている。
【０００５】
　なお、上記内視鏡の配線板には電子部品等が実装される接合電極は配設されていない。
このため、上記内視鏡は、先端硬性部の短小化に寄与するものではなかった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開昭６２－１９９０５７号公報
【特許文献２】特開昭６２－１９９０５８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明の実施形態は、先端硬性部が短小の内視鏡を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の実施形態の内視鏡は、撮像素子が配設されている先端硬性部と、前記先端硬性
部の方向を変えるための湾曲部と、前記湾曲部から延設されている軟性部と、前記撮像素
子と接続されている複数の配線を有する、ベルト状の可撓性の配線板と、を具備する内視
鏡であって、前記湾曲部の内部に配置されている前記配線板が、前記湾曲部の湾曲変形に
より変形する変形部と、変形しない非変形部と、が交互に複数連設されている。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の実施形態によれば、先端硬性部が短小の内視鏡を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】第１実施形態の内視鏡の斜視図である。
【図２】第１実施形態の内視鏡の撮像モジュールの側面図である。
【図３】第１実施形態の内視鏡の撮像モジュールの配線板の展開図である。
【図４】第１実施形態の内視鏡の撮像モジュールの配線板の部分斜視図である。
【図５】第１実施形態の変形例１の内視鏡の撮像モジュールの配線板の部分斜視図である
。
【図６】第２実施形態の内視鏡の撮像モジュールの配線板の展開図である。
【図７】第２実施形態の内視鏡の撮像モジュールの配線板の部分斜視図である。
【図８】第３実施形態の内視鏡の撮像モジュールの配線板の展開図である。
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【図９】第３実施形態の内視鏡の撮像モジュールの配線板の斜視図である。
【図１０】第３実施形態の内視鏡の撮像モジュールの配線板の変形を示す側面図である。
【図１１】第３実施形態の内視鏡の撮像モジュールの配線板の変形を示す上面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
＜第１実施形態＞
　最初に、本実施形態の内視鏡１について説明する。
【００１２】
　なお、以下の説明において、各実施形態に基づく図面は、模式的なものであり、各部分
の厚みと幅との関係、夫々の部分の厚みの比率などは現実のものとは異なることに留意す
べきであり、図面の相互間においても互いの寸法の関係や比率が異なる部分が含まれてい
る場合がある。また、一部の構成要素の図示を省略する場合がある。
【００１３】
　図１に示すように内視鏡１は、細長い挿入部１０と、操作部１４と、ユニバーサルコー
ド１６と、コネクタ１７と、を有する。挿入部１０は、先端硬性部１１と、先端硬性部１
１の方向を変えるための湾曲部１２と、湾曲部１２から延設されている細長い軟性部１３
と、を含む。先端硬性部１１には、撮像素子２０が配設されている。ユニバーサルコード
１６の基端部に配設されたコネクタ１７はプロセッサ（不図示）と接続される。
【００１４】
　操作部１４には湾曲部１２を操作するアングルノブ１５が配設されている。例えば、湾
曲部１２と操作ワイヤ（不図示）を介して機械的に接続されているアングルノブ１５が回
動操作されると、湾曲部１２は上下左右の４方向に湾曲変形する。湾曲部１２の湾曲変形
に応じて、湾曲部１２の先端から延設されている先端硬性部１１は先端面の方向、すなわ
ち、撮像素子２０の撮像視野方向が変わる。
【００１５】
　撮像素子２０は配線板３０の配線３５（図３参照）を介して信号を送信／受信するため
の複数の信号ケーブル４０と接続されている。そして、内視鏡１では、配線板３０の後端
部は湾曲部１２に配設されている。言い替えれば、配線板３０の、先端硬性部１１に配置
されている部分を前端部といい、湾曲部１２に配置されている部分を後端部という。
【００１６】
　すなわち、図２に示すように、先端硬性部１１には、撮像素子２０と細長い配線板３０
の前端部が配設されている。撮像素子２０の受光部２１が形成されている受光面にはカバ
ーガラス２３を含む撮像光学系（不図示）が配設されている。撮像素子２０の受光面と対
向する裏面には複数の外部接続電極２２を含む電極が配設されている。
【００１７】
　なお、以下、細長い挿入部１０の先端硬性部１１の配設されている方向を「前方」とい
う。図２等では、「前方」は、Ｘ軸の値が増加する方向である。
【００１８】
　配線板３０の前端部３１は、撮像素子２０の複数の外部接続電極２２が接合されている
とともに、チップコンデンサ等の電子部品２４が実装されている。先端硬性部１１は、例
えば樹脂１１Ａにより封止されている。すなわち、配線板３０の前端部３１は封止樹脂１
１Ａにより先端硬性部１１の内部に固定されている。
【００１９】
　配線板３０は、平たい形状で幅に対して長さが長い、ベルト状である。配線板３０は、
例えば、幅３ｍｍ、長さ５ｃｍのポリイミド等を可撓基体とする。配線板３０は、後述す
るように変形部３２が容易に変形するように、厚さ１μｍ以上２００μｍ以下の可撓性の
樹脂からなることが好ましく、厚さは、１０μｍ以上５０μｍ以下が特に好ましい。
【００２０】
　配線板３０は、撮像素子２０と接続されている銅等の導体からなる複数の配線３６を有
する。可撓性の配線板３０は、平板状態では配線板３０の平面（ＸＹ平面）に直交する方
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向（Ｚ軸方向）には容易に変形するが、配線板３０の平面（ＸＹ平面）に平行な方向（Ｘ
軸方向／Ｙ軸方向）には変形しない。
【００２１】
　これに対して、図２に示すように、内視鏡１では、ベルト状の配線板３０は、螺旋状に
巻回されている。このため、配線板３０は、上下左右方向（Ｙ軸方向、Ｚ軸方向）にも容
易に変形する。すなわち、湾曲部１２の内部に配設されている配線板３０の後端部は、湾
曲部１２の変形に応じて容易に変形する。
【００２２】
　巻回されている配線板３０は、上下左右方向に容易に変形するが、その全長にわたって
変形するわけではない。すなわち、配線板３０は、湾曲部１２の湾曲変形により、容易に
変形する変形部３２と、変形部３２よりも変形しない非変形部３３と、が交互に複数連設
されている。なお、図２では、複数の非変形部３３を配置しているが、これら複数の非変
形部３３は等間隔で配置しなくても良い。例えば、２つの非変形部３３が、ごく短い変形
部３２を挟んで隣接して配置されていても良い。このような配置で非変形部３３と変形部
３２を連接させたことを、交互に複数連設しているという。
【００２３】
　そして、ベルト状の配線板３０の非変形部３３は、両側面が、それぞれ前後の矩形の変
形部３２と連設されている矩形の連設部３３Ａと、変形部３２と連設されている側面と直
交する側面から延設されている延設部３３Ｂと、を含む。見方を変えれば、非変形部３３
は延設部３３Ｂが延設されているため、変形部３２よりも変形しない。また、延設部３３
Ｂは連設部３３Ａよりも、さらに変形しない。
【００２４】
　それぞれの延設部３３Ｂには、配線３６を介して撮像素子２０と電気的に接続されてい
る銅等の導体膜からなる接合電極３５が配設されている。図４に示すように内視鏡１では
、それぞれの接合電極３５には他部材である信号ケーブル４０が、例えば半田を介して接
合されている。
【００２５】
　内視鏡１では、配線板３０の接合電極３５が配設されている延設部３３Ｂは、先端硬性
部１１ではなく、湾曲部１２の内部に配置されている。このため、カバーガラス２３の先
端面から配線板３０の前端部３１までの長さは、例えば、１．２ｍｍ～２．０ｍｍである
。
【００２６】
　内視鏡１は、配線板３０の信号ケーブル４０との接合部分が、湾曲部１２の内部に配置
されているため、先端硬性部１１の長さが、例えば５ｍｍ以下と短小である。
【００２７】
　なお、一部の接合電極３５が先端硬性部１１の内部に配置され、接合部が封止樹脂１１
Ａで固定されていてもよい。
【００２８】
　接合電極３５と信号ケーブル４０との接合部は、基体が変形すると応力が印加され接合
信頼性が低下するおそれがある。
【００２９】
　内視鏡１では、湾曲部１２に配置されている配線板３０の変形部３２は、湾曲部１２の
湾曲変形により変形する。一方、延設部３３Ｂは、湾曲部１２の内部に配置されているが
、湾曲部１２が湾曲変形しても、殆ど変形しない。このため、接合電極３５と信号ケーブ
ル４０との接合信頼性が高い。
【００３０】
　なお、内視鏡１では、配線３６および接合電極３５は、配線板３０のおもて面３０ＳＡ
にだけ配設されているが、裏面３０ＳＢにも配設されていてもよい。また、配線板３０は
、おもて面３０ＳＡと裏面３０ＳＢとを接続する貫通配線を有していたり、多層配線板で
あったりしてもよい。さらに、全ての連設部３３Ａから延設部３３Ｂが延設されていなく
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ともよい。また、複数の延設部３３Ｂの全てに接合電極３５が配設されていなくともよい
。また、全ての接合電極３５に信号ケーブル４０が接合されていなくともよい。また、１
つの連設部３３Ａの両方の側面から、それぞれ延設部が延設されていてもよい。
【００３１】
　なお、複数の変形部３２は、長手方向の長さ等が異なっていてもよい。また、複数の非
変形部３３は長手方向の長さ、延設部３３Ｂの延設方向、形状、１つの延設部３３Ｂに配
置されている接合電極３５の数等が異なっていてもよい。また、接合電極３５と信号ケー
ブル４０との接合部が樹脂封止されていてもよい。
【００３２】
　配線板３０は、湾曲部１２の前方を挿通し、湾曲部１２の後方は信号ケーブル４０が挿
通しているが、実施形態の内視鏡は、湾曲部１２の全長を挿通し、後端が軟性部１３の内
部に配置されている長い配線板を有していてもよい。ただし、軟性部１３の全長を挿通す
るような長い配線板は信頼性が低下するため好ましくない。
【００３３】
＜第１実施形態の変形例＞
　次に第１実施形態の変形例の内視鏡１Ａについて説明する。内視鏡１Ａは、内視鏡１と
類似しているので同じ構成要素には同じ符号を付し説明は省略する。
【００３４】
　図５に示すように、内視鏡１Ａでは、配線板３０Ａの延設部３３Ｂの複数の接合電極３
５Ａにチップコンデンサ等の電子部品４４が表面実装されている。
【００３５】
　内視鏡１Ａは、電子部品４４が表面実装されている配線板３０Ａの後端部が、湾曲部１
２の内部に配置されている。このため、内視鏡１Ａは先端硬性部１１が内視鏡１よりも短
小である。また、内視鏡１Ａは、湾曲部１２が変形しても延設部３３Ｂは殆ど変形しない
。このため、接合電極３５Ａと電子部品４４との接合信頼性が担保されている。
【００３６】
　なお、図５に示すように、内視鏡１Ａでは、非変形部３３には、補強部材３７が、貼り
付けられている。このため、非変形部３３は変形部３２よりも、厚さが厚い。
【００３７】
　補強部材３７は必須の構成要素ではないが、変形部３２よりも、厚さが厚い非変形部３
３は、より変形しにくく、より確実に接合信頼性が担保されている。補強部材３７は、例
えば、配線板３０Ａの可撓性基体と同じ厚さのポリイミドフィルムまたは非可撓性の樹脂
板等からなる。
【００３８】
　なお、非変形部３３の延設部３３Ｂだけに、補強部材３７が、貼り付けられていてもよ
い。また、すでに説明した第１実施形態の内視鏡１の配線板３０においても、非変形部３
３が変形部３２よりも、厚さが厚いことが好ましいことは言うまでも無い。
【００３９】
　内視鏡１、１Ａは、非変形部３３に、他部材が実装されている接合電極３５、３５Ａが
配設されている。内視鏡１では他部材が信号ケーブル４０であり、内視鏡１Ａでは他部材
が電子部品４４である。もちろん、後述するように、実施形態の内視鏡は、他部材として
信号ケーブル４０および電子部品４４を有していてもよい。
【００４０】
　以上の説明のように、内視鏡１は、撮像素子２０と、配線板３０と、信号ケーブル４０
、および／または、電子部品４４と、を具備する。
【００４１】
　撮像素子２０は、前方から入射する被写体像を光電変換して撮像信号を生成するととも
に、撮像信号を出力する外部接続電極２２を含む複数の電極が受光面の裏面に配置されて
いる。可撓性の配線板３０は、撮像素子２０の複数の電極と接続され撮像信号を後方へ導
く配線３６を有する。信号ケーブル４０は、配線板３０に配置された接合電極３５と接続
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され撮像信号を更に後方へ導く。電子部品４４は、配線板３０に配置された接合電極３５
Ａに実装されている。
【００４２】
　ベルト状の細長い配線板３０は、変形部３２である可撓部と非可撓部である非変形部３
３とが長手方向に交互に複数配置されており、複数の接合電極３５、３５Ａは、非変形部
３３にだけ配置されており、少なくとも湾曲部の内部に配置された変形部３２には配置さ
れていない。
【００４３】
　なお、内視鏡１のように、配線板３０の先端硬性部１１に配置されている前端部にも、
電子部品２４が実装されていてもよい。しかし、全ての電子部品が湾曲部１２の内部に配
置されている内視鏡は、より先端硬性部１１が短小である。
【００４４】
　また、接合電極３５と信号ケーブル４０との接合部を覆っている封止樹脂が補強部材３
７の機能を有していてもよい。また、封止樹脂が、接合部だけでなく、延設部３３Ｂの表
面全体を覆っていてもよいし、さらに、非変形部３３の表面全体、すなわち、連設部３３
Ａの表面まで覆っていてもよい
＜第２実施形態＞
　次に第２実施形態の内視鏡１Ｂについて説明する。内視鏡１Ｂは、内視鏡１、１Ａと類
似しているので同じ構成要素には同じ符号を付し説明は省略する。
【００４５】
　図６および図７に示すように、内視鏡１、１Ａの配線板３０と同じように、内視鏡１Ｂ
の配線板３０Ｂは、湾曲部１２の湾曲変形により変形する変形部３２と、変形しない非変
形部３３と、が交互に複数連設されており、撮像素子２０と接続されている配線を有する
。
【００４６】
　そして、図７に示すように、ベルト状の配線板３０Ｂは、複数の変形部３２が長手方向
（Ｘ方向）と直交する方向（Ｚ軸方向）に向かってＶ字型に折り曲げられており、蛇腹状
である。
【００４７】
　配線板３０Ｂの延設部３３Ｂには、電子部品（不図示）が実装される接合電極３５Ａま
たは信号ケーブル（不図示）が接合される接合電極３５が配設されている。なお、配線板
３０Ｂには、信号ケーブルだけが接合されていてもよい。また、全ての電子部品が湾曲部
１２の内部に配置されていてもよい。
【００４８】
　配線板３０Ｂは、変形部３２がＶ字型に折り曲げられている蛇腹状であるため、長手垂
直方向（Ｚ軸方向）だけでなく、面内方向（Ｘ軸方向およびＹ軸方向）にも変形しやすい
。
【００４９】
　内視鏡１の配線板３０と同じように、内視鏡１Ｂの配線板３０Ｂは、撮像素子と接合さ
れている前端部を除いて湾曲部１２の内部に配設されている。しかし、湾曲部１２が湾曲
変形しても、その変形に応じて変形部３２が容易に変形するため、非変形部３３、特に延
設部３３Ｂは、殆ど変形しない。このため、信号ケーブルおよび電子部品の接合信頼性が
担保されている。
【００５０】
　すなわち、ベルト状の配線板３０Ｂは、変形部３２が長手方向と直交する方向の複数の
折り目でＶ字型に折られ、さらに、非変形部３３は側面から延設されている延設部３３Ｂ
を有している。変形部３２は蛇腹状に成形されているが、接合電極３５Ａが配設された延
設部３３Ｂを含む非変形部３３は平坦な状態を維持している。配線板３０Ｂは、蛇腹状の
変形部３２によって、上下方向（Ｚ軸方向）だけでなく左右方向（Ｙ軸方向）への屈曲が
可能になる一方で、非変形部３３の変形は限定的となる。
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【００５１】
　このため、内視鏡１Ｂは、先端硬性部１１が短小で、信号ケーブル４０および電子部品
４４の接合信頼性が高い。
【００５２】
　なお、図７に示すように配線板３０Ｂは、湾曲自在な筒状の外装部材５０の内部に挿入
されていることが好ましい。外装部材５０は、上下左右方向に変形自在であれば、樹脂チ
ューブでもよいし、メッシュ状の金属筒でもよい。
【００５３】
　湾曲部１２の内部には、例えば、照明光を導光する光ファイバ等も挿通している。外装
部材５０の内部に挿入されている配線板３０Ｂは、湾曲部１２の湾曲により変形しても、
湾曲部１２の内部を挿通している光ファイバ等に影響を及ぼすおそれがない。
【００５４】
　なお、内視鏡１Ｂにおいても非変形部３３が変形部３２よりも、厚さが厚いことが好ま
しいことは言うまでも無い。
【００５５】
＜第３実施形態＞
　次に第３実施形態の内視鏡１Ｃについて説明する。内視鏡１Ｃは、内視鏡１等と類似し
ているので同じ構成要素には同じ符号を付し説明は省略する。
【００５６】
　図８および図９に示すように、内視鏡１の配線板３０と同じように、内視鏡１Ｃのベル
ト状の配線板３０Ｃは、湾曲部１２の湾曲変形により変形する変形部３２と、変形しない
非変形部３３と、が交互に複数連設されており、撮像素子２０と接続されている複数の配
線を有する。
【００５７】
　図８に示すように、内視鏡１Ｃのベルト状の配線板３０Ｃは、非変形部３３の連設部３
３Ａが、矩形の第１の連設部３３Ａ１と矩形の第２の連設部３３Ａ２とを含む。
【００５８】
　そして、図９に示すように、第２の連設部３３Ａ２は、第１の連設部３３Ａ１と直交す
るように折り曲げられている。このため、第１の連設部３３Ａ１はＸＹ平面に位置するが
、第２の連設部３３Ａ２は、ＸＺ平面に位置している。
【００５９】
　連設部３３Ａの前方に連設されている矩形の第１の変形部３２Ａは、第１の連設部３３
Ａ１の前方側面と連設されている。一方、連設部３３Ａの後方に連設されている矩形の第
２の変形部３２Ｂは、第２の連設部３３Ａ２の後方側面と連設されている。このため、第
１の変形部３２ＡはＸＹ平面に位置するが、第２の変形部３２Ｂは、ＸＺ平面に位置して
いる。
【００６０】
　そして、連設部３３Ａは、第１の変形部３２Ａまたは第２の変形部３２Ｂが連設されて
いる側面と隣り合う側面から延設された延設部３３Ｂを更に含み、延設部３３Ｂに配線と
接続されている接合電極３５、３５Ａが配設されている。接合電極３５には信号ケーブル
４０が接合され、接合電極３５Ａには電子部品４４が実装されている。
【００６１】
　以上の説明のように、細長い配線板３０Ｃは、長手方向（光軸方向：Ｘ方向）と平行な
折り目で折られているため、なす角が９０度であるＸＹ平面およびＸＺ平面に配置されて
いる。すなわち、前記光軸方向と直交する方向において、第１の変形部３２Ａまたは第２
の変形部３２ＢはＸＹ平面またはＸＺ平面のいずれかに配置されており、非変形部３３は
、ＸＹ平面およびＸＺ平面に配置されている。そして、接合電極３５、３５Ａは、非変形
部３３から延設された延設部３３Ｂに配置されている。
【００６２】
　複数の延設部３３Ｂは、実装する電子部品に応じて形状および接合電極３５Ａの数、配
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置も異なっている。例えば、チップコンデンサのように２端子の電子部品が実装されてい
る延設部３３Ｂには、２つの接合電極３５Ａが配設されている。これに対して、４端子の
電子部品が実装されている延設部３３Ｂには、４つの接合電極３５Ａが配設されている。
【００６３】
　図１０は、湾曲部１２の上下方向（Ｚ軸方向）への変形による配線板３０Ｃの変形を示
す側面図である。湾曲部１２が上方向（Ｚ軸値増加方向）に湾曲すると、ＸＹ平面に位置
している第１の変形部３２Ａが変形する。第２の変形部３２Ｂおよび非変形部３３は変形
しない。湾曲部１２が下方向（Ｚ軸値減少方向）に湾曲しても同じである。
【００６４】
　一方、図１１は、湾曲部１２の左右方向（Ｙ軸方向）への変形による配線板３０Ｃの変
形を示す上面図である。湾曲部１２が右方向（Ｙ軸値減少方向）に湾曲すると、ＸＺ平面
に位置している第２の変形部３２Ｂが変形する。第１の変形部３２Ａおよび非変形部３３
は変形しない。湾曲部１２が左方向（Ｙ軸値増加方向）に湾曲しても同じである。
【００６５】
　内視鏡１の配線板３０と同じように、内視鏡１Ｃの配線板３０Ｃは、撮像素子２０と接
合されている前端部３１を除いて湾曲部１２の内部に配設されているため、先端硬性部１
１が短小である。そして、湾曲部１２が湾曲変形しても、その変形に応じて変形部３２Ａ
、３２Ｂが容易に変形するため、非変形部３３、特に延設部３３Ｂは、殆ど変形しない。
このため、信号ケーブル４０および電子部品４４との接合信頼性が担保されている。
【００６６】
　さらに、内視鏡１Ｃの配線板３０Ｃは、配線板３０等よりも作製が容易である。
【００６７】
　なお、内視鏡１Ｃにおいても非変形部３３が変形部３２よりも、厚さが厚いことが好ま
しいことは言うまでも無い。
【００６８】
　本発明は、上述した実施形態および変形例等に限定されるものではなく、発明の趣旨を
逸脱しない範囲内において種々の変更、組み合わせおよび応用が可能である。
【符号の説明】
【００６９】
１、１Ａ～１Ｃ・・・内視鏡
１０・・・挿入部
１１・・・先端硬性部
１２・・・湾曲部
１３・・・軟性部
１４・・・操作部
１５・・・アングルノブ
１６・・・ユニバーサルコード
１７・・・コネクタ
２０・・・撮像素子
２１・・・受光部
２２・・・外部接続電極
２３・・・カバーガラス
２４・・・電子部品
３０・・・配線板
３１・・・前端部
３２・・・変形部
３３・・・非変形部
３３Ａ・・・連設部
３３Ｂ・・・延設部
３５、３５Ａ・・・接合電極
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３６・・・配線
３７・・・補強部材
４０・・・信号ケーブル
４４・・・電子部品
５０・・・外装部材

【図１】 【図２】

【図３】
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【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】
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【手続補正書】
【提出日】平成29年2月28日(2017.2.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像素子が配設されている先端硬性部と、
　前記先端硬性部の方向を変えるための湾曲部と、
　前記湾曲部から延設されている軟性部と、
　前記撮像素子と接続されている複数の配線を有する、ベルト状の可撓性の配線板と、を
具備する内視鏡であって、
　前記湾曲部の内部に配置されている前記配線板が、前記湾曲部の湾曲変形により変形す
る変形部と、変形しない非変形部と、が交互に複数連設されており、
　少なくともいずれかの前記非変形部に、他部材が実装されている接合電極が配設され、
　前記非変形部が側面から延設された延設部を含み、
　前記延設部に、前記接合電極が配設されていることを特徴とする内視鏡。
【請求項２】
　信号ケーブルを更に具備し、
　前記信号ケーブルが、前記他部材として前記接合電極に実装されていることを特徴とす
る請求項１に記載の内視鏡。
【請求項３】
　電子部品を更に具備し、
　前記電子部品が、前記他部材として前記接合電極に実装されていることを特徴とする請
求項１または請求項２に記載の内視鏡。
【請求項４】
　前記非変形部は前記変形部よりも、厚さが厚いことを特徴とする請求項１から請求項３
のいずれか１項に記載の内視鏡。
【請求項５】
　前記配線板が、湾曲変形する筒状の外装部材の内部に挿入されていることを特徴とする
請求項１から請求項４のいずれか１項に記載の内視鏡。
【請求項６】
　前記配線板が螺旋状に巻回されていることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡。
【請求項７】
　前記配線板の前記変形部が、Ｖ字型に折り曲げられていることを特徴とする請求項１に
記載の内視鏡。
【請求項８】
　前記非変形部の前後の前記変形部と連設されている連設部が、第１の連設部と、前記第
１の連設部と直交するように折り曲げられている第２の連設部と、を含み、
　前記連設部の前方に連設されている第１の変形部が、前記第１の連設部の前方側面と連
設されており、
　前記連設部の後方に連設されている第２の変形部が、前記第２の連設部の後方側面と連
設されおり、
　少なくともいずれかの前記連設部は、前記第１の変形部または前記第２の変形部が連設
されている側面と隣り合う側面から延設された前記延設部を更に含むことを特徴とする請
求項１から請求項５のいずれか１項に記載の内視鏡。
【請求項９】
（削除）
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【請求項１０】
（削除）
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